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課 題 名 原子核の集団運動と散逸機構

(英文名)

(教養 部 ・講獅)

有限量子多体系 としての原子核 が、集 団的 に回転す るときに期待 され る、運動の減衰を

記述 し、その微視的メカニズムを明 らかにす ることを主要な 目的 とす る。原子核が非常に

大きな変形を している とき(超 変形状態)、 回転運動は非常に規則的で、減衰機構が弱めら

れてい ることがわかってい る。そのよ うなケー スは、統計力学的アプ ローチでは理解で き

ない微視的減衰機構 を探 るのに、絶好のプ ローブであると考 えられ る。本課題 では、新た

に他 の変形状態への遷移が可能である ときに、減衰機構に どの よ うな影響が及ぼされ るか

を研究す ることを主眼 とす る。理論的興味 とともに、実験デー タとの比較の上で、他の崩

壊モー ドとの競合の評価 は、実際的必要性があるためである。

研究方法 ・計算方法 非常に大 きな変形 を起 こす ような原子核は、100～200個 の

核子(構 成粒子)を 持 ち、そのよ うな多 自由度 のハ ミル トニアンは扱いが困難であるから、

主要な集団運動モー ドのみ を取 り扱 う、集団ハ ミル トニア ンを用いる。異なる変形状態へ

の遷移 を記述す るため、2つ の四重極変形度を変数に とる。 この系で、遷移 を量子 トンネ

ル遷移 として半古典的に求めるのである。2自 由度系のため、虚時間において、運動方程式

を解 く方法で崩壊経路を計算 した。いわゆるインス タン トンを、励起状態にも拡張 したも

のである。計算 した崩壊確率を対角化計算で求めた固有状態に適用 して、結果の考察 と実

験デー タとの比較 をおこなった。

他の変形状態への遷移 がない場合 と比べ てみ ると、今回の場合、低 い角運動量、高い励

起エネル ギーで著 しい、同0変 形状態内での遷移 との競合 が確認 された。 これ は、その よ

うな場合、2つ の異 なる変形状態 の間にある、 トンネル障壁が低 くな るか らであるこ とは

明 らかである。 しか し、高い角運動量 を持つ場合には、障壁の上端近傍 であっても、準位

密度の差から、他のモー ドへの崩壊は抑 え られ ることがわかった。 この角運動量は、実験

デー タが観測 されている領域 とも重な り、その よ うなモー ドがない純粋 な回転の減衰 を示

唆す る実験データが得 られ ることを意味す る。今回の結果 と実験デー タを比較 してみ ると、

かな り良い一致が見 られ、今後の実験計画 を促進す るもの となった。

日本物理学会(9月25日 、島根大学)に て発表

日本原子力研究所研究会(12月8日)、 『ガンマ線核分光 と短寿命核のフロンティア』 に

て発表
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